
第１回岡山県各種商品小売業最低賃金専門部会 

議 事 要 旨 

 

１ 日 時 

   令和８年 10月７日（水） 午後１時 04分～ 

 

２ 場 所 

   岡山市北区桑田町１－36 

    岡山地方合同庁舎 ３階会議室 

 

３ 出席者 

   公 益 委 員 ： ３人 

   労働者側委員 ： ３人 

   使用者側委員 ： ３人 

 

４ 審議事項 

（１）部会長・部会長代理の選任について 

（２）特定最低賃金専門部会の運営について 

（３）資料説明について 

（４）特定最低賃金改正決定の必要性の有無について 

（５）今後の審議日程について 

（６）その他 

 

５ 議事要旨 

（１）部会長・部会長代理の選任について 

   公益委員の互選により、部会長に富永委員、部会長代理に佐々木委員が選 

任された。 

（２）特定最低賃金専門部会の運営について 

今年度の専門部会の運営について、最低賃金審議会令第６条第５項の規 

定により、全会一致の場合には専門部会の決議を本審の決議として答申す 

ることが確認された。 

（３）資料説明について 

専門部会に提出した岡山県内における経済指標、雇用情勢等各種資料に 

ついて、事務局から説明が行われた。 

また、岡山県各種商品小売業最低賃金専門部会の審議のための基礎資料を 

得ることを目的として実施した最低賃金基礎調査結果について事務局から 



 

 

説明が行われた。なお調査結果から推計される未満率は 1.3％であったこと 

が報告された。 

（４）特定最低賃金改正決定の必要性の有無について 

ア 岡山県各種商品小売業最低賃金の改正決定の必要性について審議され、

労使双方の委員から以下の意見が述べられた。 

【労働者側意見要旨】 

特定最低賃金の改定は必要である。 

・各種商品小売業最低賃金の改正が行われない、もしくは改正されない可

能性があるということについては、各種商品小売業で働く労働者の立ち

位置からすると、付加価値の面、いい人材を確保することにも大きな影

響がある。 

・有効求人倍率は全体で 1.29 倍であるが、小売業については２倍を超え

ている。１人を２社以上で求めるもので、パート・アルバイトを含め人

手不足は深刻である。 

・各種商品小売業の特定最賃については、労使がきちんと審議し、議論が

行われているということがアピールにもなる。 

・春闘結果におけるＵＡゼンセンの流通部門の集計でも、連合岡山の集計

でもパートタイマーは高い水準で改善が図られている。 

【使用者側意見要旨】 

特定最低賃金の改正決定の必要性については、その必要はない。 

・物価高、人件費の上昇が続いており、それにより商品、サービスへの価

格転嫁にも時間がかかるということから、企業経営に及ぼす影響は少な

くないと考えている。 

・現状百貨店の売上では、前年割れの状況であり、都市圏では高額品、イ

ンバウンド需要が伸びて、地方と都市圏との差が大きくなっている。ま

た、スーパー業界においては、消費者の生活防衛意識の高まりにより低

価格戦略もあり、企業収益を押し下げている。今後も物価高のなかで、

消費者の購買意欲の低下、企業の利益低下が懸念される。 

・閣議決定された日本成長戦略において 1,500 円の目標を 2030 年前半の

できるだけ早い時期とし、これまでの目標を実質的に先延ばししたと捉

えている。これは中小企業の負担増に配慮したものである。 

・３年連続で特定最賃が地域別最賃を下回ったことを受け、慎重に議論を

重ねた結果、特定最賃の有益性は失われている。また、全国では各種商

品小売業、百貨店、総合スーパーの特定最賃を改定しない事例が顕著で

ある。岡山県各種商品小売業最低賃金の必要性については、必要性あり

との結論に達しえなかった。これまでの地域別最賃の大幅引き上げによ

り特定最賃の必要性はさらに低下したと考える。 

イ 協議の継続について 



 

 

労使双方から改正決定の必要性について基本的な考え方が述べられ、

さらに労使協議が行われたが、意見の一致をみるに至らなかった。 

そのため、当日はこれ以上の進展が見込まれないことから、次回に持

ち越すこととなった。 

（５）今後の審議日程について 

第２回岡山県各種商品小売業最低賃金専門部会は 10 月 16 日（金）に

開催することが連絡された。 

（６）その他 

   特になし。 

  

６ 配布資料 

・岡山県各種商品小売業最低賃金専門部会委員名簿 

・特定最低賃金にかかる諮問文 

   ①特定最低賃金の改正決定の必要性の有無について（諮問） 

   ②特定最低賃金の改正決定の必要性の有無及び改正決定について（諮問） 

・岡山県金融経済月報（2026 年 10 月１日）「日本銀行岡山支店」               

・岡山県内経済情勢報告（令和８年８月５日）「岡山財務事務所」                

・岡山県鉱工業生産・出荷・在庫指数（令和８年７月分） 

              「岡山県総合政策局統計分析課」     

・雇用情勢（令和８年８月）「岡山労働局職業安定課」             

・特定最低賃金基礎調査結果等 

・岡山県最低賃金と特定最低賃金との比較 

・令和７年度岡山県最低賃金・特定最低賃金審議経過及び結果一覧表 

 


